


２. 市場調査による放流アワビの混獲状況調査

目 的

アワビ類の栽培漁業をより効果的に行なうための基礎

的知見を得ることを目的として, 放流群ごとの詳細な回

収率を調査した｡

方 法

鳥羽市国崎地先では漁場を７つに区分し輪採方式でア

ワビ類が漁獲されている｡ Ｈ３年度以降三重県水産振興

事業団によりこれら７漁場のうち荒見下, 長間, 鎧の３

漁場から毎年１漁場を選びクロアワビ, メガイアワビの

稚貝それぞれ������個体が放流されている｡ 放流年度ご

との回収率を算定するために３漁場で漁獲された両種に

ついて放流貝と天然貝の判別を行なうとともに殻長を測

定した｡

結果と考察

Ｈ３年度に放流された稚貝が水揚げされるＨ６年度以

降��年度までの各放流群ごとの回収状況を表２, ３に示

した｡ Ｈ��年度に漁獲された放流貝はクロアワビ���個�

メガイアワビ���個とクロアワビがメガイアワビより顕

著に少なかった｡ 回収のほぼ終了したＨ８年度までの平

均回収率はクロアワビ�	�％, メガイアワビ�	�％であ

った｡

３. アワビ稚貝着底量調査

目 的

天然海域におけるアワビ類の再生産機構を明らかとす

るため, アワビ稚貝の着底する時期, 密度を調査した｡

方 法

志摩郡浜島町地先の禁漁区付近の海底に, コンクリー

ト製Ｕ字溝に珪藻類を付着させた塩化ビニル製の着底板

(�
×�
��) を２枚取付けたコレクターを合計４基設置

した｡ コレクターは全てコンクリート魚礁群内の砂地に

直径��ｍ程度の円内に入るように設置した｡ ��月��日か

ら１月��日までの２ヶ月間１週間に１～２回スクーバ潜

水によりＵ字溝上の着底板をすべて回収し, 同時に新た

な着底板を設置した｡ 採集した稚貝を実体顕微鏡下で計

数し１ｍ２あたりの着底量を算出した｡

結果と考察

調査期間中延べ��	
基の引き上げを行ない, 述べ���

個のアワビ類稚貝 (平均殻長��
±���μｍ) を採集した｡

��月後半と��月半ばに２回の明瞭な着底のピークがあっ

た｡ 各コレクターで採集された調査期間中の累積着底密

度は�
�～��個�ｍ２であった (表４)｡ 稚貝の着底数は

コレクターによって差があり, 流れなど条件の違いが着

底数に影響を及ぼすものと考えられた｡
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表２ 鳥羽市国崎における漁場毎の放流貝の回収率(クロアワビ)
荒：荒見下, 鎧：鎧, 長：長間
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表３ 鳥羽市国崎における漁場毎の放流貝の回収率(メガイアワビ)
荒：荒見下, 鎧：鎧, 長：長間

� � � �

��(�� � � � � �

��(�� � �� � � �

��(�� �� �� � � ��

��(�� �� �� �� �� ��

��(� �� � � � �

��(� � �� � � ��

��(�� �� �� �� ��� ��

��(�� �� �� � � ��

��(�� � � � � �

��(�� � � � � �

�(�� � � � � �

�� ��� ��� ��� ��� ���

)*

+,-./01�

&'

表３ 浜島町地先②設置したコレクターへの
アワビ類稚貝の着底量 (個体/ｍ２)



４. 今年度行なった試験的種苗放流実績

放流密度の検討

放流効果に及ぼす放流密度の影響を検討するため, 阿

児町甲賀地先の築磯漁場において昨年に引き続き試験放

流を行なった｡ 試験に供した稚貝はクロアワビとメガイ

アワビの２年貝で, いずれも三重県栽培漁業センターで

生産されたクロアワビ (殻長����ｍ) およびメガイアワ

ビ (同������) である｡ ����～	の４ヶ所の築磯漁場

のうち, 今年度は�
月�	日に���１, ２漁場において放

流を行なった｡ 放流数は両種とも����漁場各���個体

(���個体�ｍ２), ���
漁場に各���個体 (���個体�ｍ２)

とした｡

放流時期の検討

放流時期を違えた場合の回収率の違いを検討するため,

鳥羽市国崎地区の長間漁場においてＨ��年７, �月およ

びＨ�	年１月にアンカータグで標識したクロアワビおよ

びメガイアワビの稚貝をそれぞれ��個体放流した｡

アンカータグの色には放流群ごとに, 赤 (７月), 緑

(�月), 茶 (１月) を用い各放流群を識別した｡ また�


月に鎧漁場においてクロアワビおよびメガイアワビをそ

れぞれ��個体放流した｡ これはＨ３～９年に行なっ

た春季における放流との間で回収率の違いを検討するこ

とを目的とした｡

放流深度の検討

放流時の深度が回収率へ及ぼす影響を調査するため,

鳥羽市国崎地先の荒見下漁場において浅場と深場の別に

クロアワビとメガイアワビの１年貝 (殻長����程度)

を放流した｡ 浅場は水深��ｍ, 深場は通常操業が行な

われる水深３～５ｍの地点とした｡ 浅場には白色のアン

カータグ, 深場に濃青色のアンカータグを装着した両種

の稚貝を放流深度別に��個体, １月�日に放流した｡

なお浅場への放流については徒歩の手撒きにより, 深場

へはスクーバ潜水により行なった｡
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